
水

草

原

田

市

太

郎

7
a
堕
6

一
、

は

じ

め

に

O

舘
脇
博
士
は

「北
海
道
に
は
ま
だ
ど
こ
に
も
大
小

の
湖
沼
が
あ
り
、
本
州
よ

り
水
草
に
親
し
む
機
会

に
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
書
か
れ
た
。
北
海
道

に
は
琵
琶
湖
、

霞

ヶ
浦

の
よ
う

な
大
き
な
湖
沼
は
な

い
が
、
全
道
あ
ち
こ
ち

に
様

々
な
水
界
が

"
ま

だ
"
広
く
残

っ
て

い
る
。
道

の
全
面
積
に
対
す
る
水
界
域
の
面
積
比
は
、
き
わ
め
て

高

い
の
で
は
な

い
か

(計
算
は
し
て
い
な

い
が
)。

本
州
で
も
昔
は
、

い
た
る
と

こ
ろ
に
水
界
が
あ

っ
た
が
、
長
年
に
お
よ
ぶ
農
地
造

り

(主
に
水
田
)

の
た
め
水
域
は
次

々
と
干
拓
さ

れ
た
。

戦

後

で
す

と

、
農

地
、

産
業
用
地
、
住
宅
用
地
と
し
て
水
界

は
大
規
模

に
消
滅
し
た
。
北
海
道

に
は

"
ま

だ

ど
こ
に
も
大
小

の
湖
沼

・
水
た
ま
り

・
沼
沢

・
湿
土
地
が
あ
る
"
と

い
う

こ
と
は
、

百
年
余

の
窺

い
開
拓
歴
史

・
人
口
の
少
な
さ

・
近
代
産
業

の
立
遅
れ
な
ど
の

"
お
か

げ
"
で
し

ょ
う
。

し
か
し
、
美
唄
泥
炭
湿
地
の
干
拓

(
そ
れ
で
ホ
ロ
ム
イ
ソ
ウ
群
落

は
絶
滅

に
近

い
)
、
苫
小
牧
周
辺

の
大

工
業
団
地
造
成
な
ど
が
進

ん
で

い
る
。

十
年

ほ

ど
前

に
、
あ
る
観
光
企
業

か
ら

「
根
釧
原
野
の

一
角
を
開
発
し

た
い
。
協
力
し
て
く

れ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

と
ん
で
も
な

い
、
ダ
メ
だ
と
断
わ

っ
た
。
そ
の
後
、
不
況

の
せ

い
か
、
さ
た
止
み
。

⇒

そ
う

い
う
わ
け
で
、
今

の
う
ち

に
道
内

の
水
草
を
調
査

・
記
録
し
、
そ
し
て

水
界
の
自
然
保
護

の
方
策
を
講
じ
な

い
と
い
け
な

い
。
生
態
系
は
微
妙
な

の
で
、

せ

ま

い

一
区
域
だ
け
を
聖
域
に
し
て
も
、
ま
わ
り
の
自
然

が
破
壊
さ
れ
る
と
、
そ
こ
も

ダ
メ
に
な
る
。

ど
の
程
度

の
規
模

の
保
護
が
必
要

か
は
、
水
草
で

い
え
ば
水
系
の
状

態
を
よ
く
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。

さ
り
と
て
、
な
に
も

か
も

"
天
然
の
あ
る
が
ま
ま

の
自
然
"
を
永
遠

に
凍
結
し
よ
う

と
す
れ
ば

"
人
間
の
生
活

"
と

の
ム
ジ

ュ
ン
が
生

じ
る
。

そ
も
そ
も
農
業
は
自
然

の
改
変

で
あ

る
。

水
田
を
造

る
と

い
う

こ
と
は
、
水

系

の
大
き
な
人
為
的
撹
絆

で
あ
る
。
水
草
が
大
事
か
人
間
生
活

が
大
事
か
、
と

い
っ

た
二
者
択

一
的
な
問
題
提
起
を
し
よ
う
と

い
う

の
で
は
な

い
。
人
間

(
人
類
)

の
存

在
そ

の
も
の
に
か
か
わ
る
文
明
論
的
な
課
題
と
し
て
考
え
て
も
ら

い
た

い
。

な
お
、
有
用
植
物

と
か
研
究
上
重
要
な
植
物
に

つ
い
て
は
、
種
子

の
半
永
久
的
保

存
、
遺
伝
子
プ
ー
ル
、
ク

ロ
ー

ン
細
胞

の
保
存
な
ど

の
技
術

が
進
ん
で

い
る

(
自
然

保
護

で
は
な

い
が
)。
イ
ネ
以
外

の
水
草

に
つ
い
て
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な

い
。

ヨ

北
海
道

の
水
草

の
特
徴
的
様
相
。

広
大
な
亜
寒
帯
、
大
き
な
山
系
、
太
平
洋

・
オ
ホ
ー

ツ
ク
海

・
日
本
海
に
面
し
た

長
大
な
海
洋
線
。

一
概
に
北
海
道

の
水
草

の
特
徴
は

い
え
な

い
が
、
や
は
り
北
方
生

物
相

の
特
性
と
し
て
、
水
草

も
種
類
は
少
な

い

(さ
ら

に
北
方
、
極
地
に
近

い
フ
ィ

ン
ラ

ン
ド
は
湖
沼

の
国
だ
が
水
草

フ
ロ
ラ
は
貧
弱
)。

渡
島
半
島

の
長
万
部

・
黒
松
内

・
寿
都
の
線
と
か
苫
小
牧

・
石
狩
平
野
ラ
イ

ン
と
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い
う
植
物

地
理
学
的
植
生
境
界
は
、
水
草
に
も
大
筋
で
通
用
す
る
。

し
か
し
水
草
の

ば
あ

い
、
と
く
に
湖
沼

で
は
水
深
と
水
温
が
重
要
な
決
定
因
子

で
あ
る
。
渡
島

・
道

南

・
石
狩
の
浅

い
湖
沼
は
、
か
な
り
水
草

の
種
数
が
多
く
、
東
北
地
方
と
余
り
ち
が

わ
な

い
。

け
れ
ど
も
、
道
南

の
洞
爺

湖

・
支
笏
湖
は
岸
か
ら
す
ぐ
深
く
、
か
つ
貧
栄

養
的
な

の
で
水
草
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。

一
方
、
寒

い
道
東
で
は
あ
る
が
春
採
湖

.
塘

路
湖
は
浅
く
て
、
や
や
富
栄
養
的
な

の
で
、
道
東

と
し
て
は
水
草

の
種
数

が
か
な
り

多

い
。
同
じ
道
東

の
大
き
な
湖
、
阿
寒

・
屈
斜
路

・
摩
周
で
は
、
岸
辺
の
浅

い
前
二

者
と

い
き
な
り
深

い
摩

周
で
は
水
温
は
大
差
な

い
が
、
水
草
フ

ロ
ラ
は
か
な
り
ち
が

う
。沼

沢

・
湿
土
地
。
北
海
道

に
は

"
ま
だ
"
広
く
残

っ
て

い
る
。
そ

こ
に
は
中

・
小

マ
ナ
コ

の
水

た
ま

り

(谷

地

眼

と

か
池

塘

)
が

散
在

し

て

お
り

、

か

な

り
独

特

な

水
草

フ

ロ

ラ
を

呈

し

て

い
る
。

沼

沢

・
湿

土
地

は

、

海
浜

か

ら

山
岱

に
わ

た

っ
て
広

く

水
系

周

辺

に

み

ら
れ

る
。
(
た

だ
し

、

沼

沢

・
湿

土

地

と

い
う

の

は
大

変

は

ば

の
広

い
概
念

で

あ

り

、
極

端

に

い
え
ば

山

林

の
湿

っ
た
土

地
も

含

ま

れ

る

)。
こ

こ
で

は
、

ヨ
シ

沼
沢

・
湿

地

・
塩

生

湿

地

・
泥

炭

地

・
湿
原

に
限
定

す

る
。

そ

こ

に
は

様

々
な

水

草

が

み

ら

れ

る

が

、

や
は

り
概

観

す

れ

ば

フ

ロ
ラ

は
豊

富

で
な

い
。

二
、

水

草

と

は

↓

よ

び
名

私

ら

は

"
み
ず

く

さ

"

と
よ

ん

で

い
る
。
"す

い
そ

う

"

と
言

っ
て
も

よ

い
が
、

水

藻

(
藻

類

)

と
ま

ぎ

ら
わ

し

い
。

昔

か

ら
、

水
中

に
ゆ

ら

い
で

い
る

植

物

は

"
み
な

も

・
み
ず

も

・
た

ま

も

"
な

ど
と

呼

ば

れ

て

い
た
。

呼

称

は

ど
う

で
も

よ

い
。

も

の

を

認

知

す

れ

ば
よ

ろ

し

い
。

⇒

定

義

上

位

概

念

で
あ

る

「
水
生

植

物

乏
碧
霞

三
睾

虜

唄
9
ρ
舞

江
。

℃
一p
コ
お

」。

水

界

に
生

育

し
う

る

全
植

物

(も

ち

ろ

ん

バ
ク

テ

リ

ア
も

含

め

て

)。

広

義

の
水

草

窒

舞

け一。

∋
9
自

・
℃
ξ

け①
。。
。
肉

眼

(
?

)

で
見

ら

れ

る
大

形

の
水
生

植

物

(海

藻

は

含

め
な

い
し

き

た

り

)。
水

草

リ

ス
ト

を
参

照

し

て

下

さ

い
。

狭

義

の
水

草

窒

⊆
碧
一。

<
p
。・
2

一鎚

三
p
づ
訂

。

種

子

植

物

の
う

ち

、
水

生

の
も

の
。

三
、

水

生

と
は

維
管
束
植
物

で
あ
る
羊
歯
植
物
と

↓

水
圏

・
水
界

・
水
系
を
生
存
場
所
と
し
て

い
る
植
物
を
水
生
と

い
う
。
水
界

と

い
う
言
葉
が
便
利
で
し

ょ
う
。

水
界

と
は
何
か
。
地
学

で
の
定
義

の
こ
と
は
知
ら
な

い
。
大
げ
さ

に
申
せ
ば
、
お

よ
そ
生
命

・
生
物
は
水
な
く
し
て
在
り
え
な

い

(
種
子

・
胞
子
の
特
別
な
在
り
方
は

例
外

と
し
て
)。
地
殼
に
は
、

い
ろ
ん
な
様
式

で
水
が
存
在
し
て

い
る
。
生
態
学
で
よ

く
使

わ
れ
る
水
界
と

い
う

の
は
、
生
物
が
生
息
し
て

い
る
水
圏
と

い
う

こ
と
。

別
な

表
現

(言
葉
)
で
い
え
ば
、
生
物
が
存
在
し

て
い
る

"
水
塊
"
と

い
う

こ
と
。

水
界
の
地
表
上
に
お
け
る
在
り
方
を
、
平
面
的
に
模
式
化
し
て
示
せ
ば
、
図
1
の

よ
う

に
な
る

(
伏
流
水

・
地
下
水

・
湧
水

の
こ
と
は

一
応
考
え
な

い
)。

⇔

水
界

に
お
け
る
水
草

の
あ
り

か
た

ω
生
活
型
の
点
か
ら
。
浮
漂
、
沈
水

(
完
全
沈
水
、

一
部

の
葉
浮
上
、
花
軸
は
挺

水
、

一
部

の
葉
浮
上
か
つ
花
軸
挺
水
)、
挺
水
。

佃
水

の
状
態
と

の
関
係
。
水
草
の
分
布

・
フ
ロ
ラ
は
次

の
諸
条
件

に
大

い
に
依
存

し

て
い
る

(
と
き
に
は
決
定
的
に
)。

圃
物
理
的
。
流
水

・
停
止
水
(
静
止
水
)、
水
温
、
水
深

.
透
明
度
。

㈲
化
学
的
。
溶
存
塩
類
、
酸
性
度
、
有
機
質
。

四
、
北
海
道
の
湖
沼
の
水
草

O

深

い
入
江

・
半
か
ん
湖

(
い
わ
ゆ
る
汽
水

)

北
海
道
沿
岸
各
地
に
み
ら
れ
る
。
流
入
す

る
海
水
、
河
川
と

の
か
ね
合

い
で
、
塩

分
濃
度

は
さ
ま
ざ
ま
。
汽
水
の
代
表
的
水
草
は
カ
ワ
ツ
ル
モ
で
あ
る
。

塩
度

の
低

い
と
こ
ろ

に
も
生
育
し
う
る
海
産
顕
花
植
物
ω
①
餌
σq
轟
の
の
が
あ

る
。
北

海
道

で
は
ア

マ
モ

(ア

ジ
モ
)
が
各
地

の
汽
水

に
み
ら
れ
る
。

ア

マ
モ
は
塩
度

が
ゼ

ロ
に
近

い

"
甘

い
水
"
で
も
生
育
し
て
い
る
(
厚
岸

の
別
寒
別
川
)。
逆
に
、
か
な
り

87



図1

薫:沼 沢 ・湿 土 地1.入 江 、2.半 か ん 湖 。(1、2と も 汽 水 性)。3.塩 湖 ・

ア ル カ リ湖 。4.河 川 の 一 部 と し て の 湖 沼 。5.半 月湖(自 然 、 人 造)。6独 立

湖 沼 。6'.谷 地 眼 ・池 塘(5、6、6'は 閉 鎖 湖 沼)。7.万 年 雪 ・氷 河 。8漢 流 。

9.水 田 、10.た め 池 、11.用 水 路 、12.ダ ム ・貯 水 池 。(9～12は 人 造)。

高

い
塩
度

の
と
こ
ろ
に
も
、
淡
水
生
水
草

が
入
り
こ
ん
で

い
る
。
リ

ュ
ウ
ノ
ヒ
ゲ

モ
、

エ
ビ
モ
な
ど
。

つ
ま
り
汽
水
湖

に
は
、
本
来
海
水
生
の
も

の
と
本
来

の
淡
水
生

の
も

の
が

一
緒
に
生
え

て
い
る
。

汽
水
湖
周
辺

の
塩
性
湿
地

に
は
、
ア

ッ
ケ
シ
ソ
ウ
の
群
落
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
。

シ
オ
ク
グ

は
耐
塩
性
が
強
く
、
ば
あ

い
に
よ

っ
て
は
汽
水
湖

の
波
う

ち
ぎ
わ
で

も
生
え

て
い
る
。

ガ

マ
類
、
ア
シ
類
は
元
来
淡
水
生

の
も
の
だ
が
耐
塩
性
が
あ
り
、

汽
水
湖

の
岸
辺
に
も
み
ら
れ
る
。

口

天
然

の
淡
水
湖
沼

ω

大
き
な
湖
沼
。

ヒ
シ
は
広
く
全
道

の
湖
沼
に
生
え
て
い
る

(
ア
イ

ヌ
人

の
食

料
の

一
つ
で
も
あ

っ
た
)。

大
沼

・
小
沼

・
ジ

ュ
ン
サ
イ
沼
は
、
浅
く

て
水
温
も
高

い
、
そ
し
て
や
や
富
栄
養

的
で
あ

る
。
大
沼
に
は
、

エ
ゾ

ヒ
ル
ム
シ

ロ
と
ナ
ガ
バ
ノ

エ
ビ
モ
と

い
う
特
産
種
が

あ
る
。
北
海
道

の
湖
沼
で
は
、

一
番
水
草
の
種
類
が
多

い
。

ジ
ュ
ン
サ
イ
沼

の
ジ

ュ

ン
サ
イ

は
独
特
な
採
取
舟

と
と
も

に
、
し
好
食
品
と
し
て
有
名
。

こ
の
三
湖
沼
は
、

生
活
排
水
と
農
業
排
水
に
よ
る
汚
染
が
心
配
で
あ
る
。

道
南
。
洞
爺
湖
、
支
笏
湖
は
、
水
温
は
比
較
的
高

い
が
、
岸
か
ら

い
き
な
り
深
く
、

そ
し

て
酸
性
度
が
か
な
り
強
い
。
そ
う

い
う
故
か
、
大
型
水
草
は
ゼ

ロ
に
近

い
。

か

な
り
丹
念

に
さ
が
し
た
が
、
ダ

メ
で
し
た
。

オ
ロ
フ
レ
湖
は
、
私
は
調
査
し
て
ま
せ

ん
が
、
多
分
同
じ
よ
う
な
も
の
で
し
よ
う

(
?
)。
ポ

ロ
ト
湖
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
は
平
野

の
浅

い
沼

で
、
水
温
は
低
く
な
く
、
か
な
り
富
栄
養

的
。
小
沼
な
ど
と
水
草
は
大
体

同
じ
。

ウ

ト
ナ

イ
湖

は
、
勇

仏
原
野

(湿
土
地
)
の
な
か

の
大
き
な
水
た
ま
り
の

如
き
も

の
。

そ

こ
は
、
鳥

の
聖
域
と
し
て
保
護
さ
れ
て

い
る

の
で
、
あ
り
が
た

い
。

水
鳥
が
集
ま

っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
は
、
魚

の
ほ
か
に
水
草
が
た
く
さ
ん
有

る
と

い

う

こ
と

で
す
。

洞
爺
湖
に
は
、
北
大
水
産
学
部

の
研
究
室
が
あ
り
、
長
年
に
わ
た

っ

て
陸
水
学
や
魚
類

の
調
査

が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
先
年

の
有
珠
岳
爆
発
で
大
量

の
火

山
灰

(
酸
性
)
が
入

っ
た
は
ず
で
す

が
、
も
と
も
と
酸
性
湖
で
あ
り
、
ま
た
水

の
流

出
入
と

い
う

こ
と
も
あ
る
の
で
、
多
分
湖

の
水
生
生
物

に
決
定
的
な
変
化
は
生
じ

て

な

い
も

の
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
洞
爺
湖
は
、
温
泉
街
か
ら

の
生
活
排
水

に
よ

る
汚
染
が
問
題
で
し
ょ
う
。

道
央
。
桂
沢
湖
、
金
山
湖
は
、
私
自
身
調
査
し
て
い
な

い
の
で
ノ
ー

コ
メ

ン
ト
。

道
東
。

阿
寒
湖
は
岸
辺
は
浅

い
。
な

ん
と

い
っ
て
も
、

マ
リ
モ
で
天
下
に
有
名
。

水
草
も
か
な
り
あ
る
。
生
活
排
水
に
よ

る
汚
染
が
心
配
。

マ
リ
モ
は
緑
藻
類

で
、
本

体
は
顕
微
鏡

レ
ベ
ル
の
糸
状

の
多
細
胞
体
。
そ
れ
が
、
波
浪
に
よ
る
物
理
的
作
用

で
、

o。
oo



マ
リ

の
よ
う

に
な

っ
て

大

き
な

"
か

た

ま

り

"

に
な

る

と

い
う

の
が
定

説

。

北

大

や

山

形

大

で

、

マ
リ

モ

に
な

る

メ

カ

ニ
ズ

ム
は
研

究

さ

れ

て

い
る
。

近

年

、

某

会

社

が

マ
リ

モ
を

デ

パ

ー
ト

、
空

港

、連

絡

船

で
販
売

し

て

い
る
。

天

然
記

念

物

で
あ

る

阿
寒

湖

の

マ
リ

モ
を
採

っ
て

く

る
わ

け

に

は

い
か
な

い
。

そ

の
業

者

は
苦

心

し

て

培
養

し

て

い
る

の
で

し

ょ
う

。

マ
リ

モ

の
最

初

の
発
見

地

で
あ

る

ス
イ

ス
の

ツ

ェ
ラ

i
湖

で

は

絶

滅
。

阿
寒

の

マ
リ

モ
を

ス
イ

ス

へ
移

植
し

よ
う

と
考

え

て

い
る

人

も
お
り
ま
す
。

マ
リ

モ
と

よ
く

似

て

い
る

マ
リ

ゴ

ケ

と

い
う

の
が
道

内

で
み

ら

れ
ま

す
。

こ

れ

は
苔

類

の
も

の
で
す

。

ウ

ト

ロ
湖

で
み

た

こ
と

が
あ

る
。

屈

斜

路

湖

、
摩

周

湖

は
岸

か
ら

す

ぐ

深

く

、
私

は
水

草

を

み
た

こ
と

が
な

い
。

知
床

五

湖

は

ノ
:

コ
メ

ン
ト
。

塘

路

湖

、

シ

ラ

ル
ト

ロ
沼

は

浅
く

て
か

な

り
富

栄

養

的
。

エ
ゾ

ノ

ミ
ズ

タ

デ

が
代

表

的

な

水

草
。

な

お

、
厚

岸

湖

・
風

蓮

湖

・
涛
沸

湖

・
網

走
湖

・
能

取

湖

・
サ

ロ

マ
湖

・
コ

ム

ケ
沼

な

ど

は

、
半

か

ん
汽

水

で
す

。

周

辺

に
は
広

大

な

塩
性

湿

原

あ
り

。

道

北

。

朱

鞠

内

湖

、

ク

ッ
チ

ャ

ロ
湖

、
ポ

ロ
沼

に

つ

い
て

は
、

私

は
調

査

し

て

い
な

い
。

サ

ロ
ベ

ツ
湿

原
も

よ

く

知

ら
な

い
。

ダ

働

半
月
湖
。
河
川
は
平
野

で
は
蛇
行
す
る
。

自
然
に
ま
た
は
人
為
的

に
、
屈
曲

部

が
切
り
離
さ
れ
て
湖
沼
が
生
ず
る
。
必
ず
し
も
半
月
形
と
は
か
ぎ
ら
な

い
。
内
地

の
あ
る
地
方
で

"
曲
り
渕
"
と

い
う

土
地
の
名
は
、
半
月
湖
沼
と
関
係

が
あ
る
。
な

お
、
河
川

の

"
は
ん
ら
ん
"
に
よ

っ
て
、
大
小
の
湖
沼

・
池

が
で
き
る
。
そ
れ
ら
と

半
月
湖

の
区
別

は
む

つ
か
し

い
。

内
地
で
は
平
野
を
流
れ
る
河
川
は
、
昔
か
ら
改
修
が
か
さ
ね
ら
れ
て
お
り
、
蛇
行

し

て
い
る
河
川
は
消
滅
し
た
。
北
海
道

で
は
、
道
東

・
道
北
に
蛇
行
河
川
が
ま
だ
ま

だ
残

っ
て

い
る
。
上
空
か
ら
み
る
と
、
す
ば
ら
し

い
景
観
。
各
所

に
、
自
然
に
生
じ

た
半
月

湖
沼

が
み
ら
れ
る
。
石
狩

川
、
十
勝
川
は
改
修

が
進
ん
で
お
り
、
も
は
や
蛇

行
は
少
な

い
。

半
月
湖
は
浅

い
。

流
入

・
流
出
す
る
水
路
が
な

い
。

か
な
り
富
栄
養
的
に
な

っ
て

い
る
。

札
幌
近
郊

の
茨
戸
あ
た
り
の
半
月
湖
を
例

に
す
る
と
、
特
産
水
草
は
な

い
が
、

水
草

の
種
類

は
か
な
り
あ
る
。

野
鳥
も
た
く
さ
ん
来
て

い
る
。
魚

つ
り
や
ボ
ー
ト
遊

び
の
遊
覧
地
化
し

て
い
る
。
や
が
て
、
内
地
の
方

々
の
レ
ジ
ャ
ー
湖
沼
と
同
じ
よ
う

に
な

る

で
し

よ
う

。

㈹

沼

沢

・
湿

土

地

の
小

さ

な

水

た
ま

り

。

沼

沢

の
変

遷

(生

成

・
消

滅

)

は
陸

水

学

で

い
ろ

い
ろ
研

究
さ

れ

て

い
る
。

ガ

マ

類

.
ミ

ク

リ
類

・
ア

シ
類

・
カ

ヤ

ツ
リ

グ

サ

科

・
ホ

シ
ク

サ
科

・
ア

ヤ

メ
科

の
水

草

(
挺

水

)

が

、
し

ば

し
ば

大

き

な
群

落

を

つ
く

っ
て

い
る
。

多

く

の
も

の

は
湖

沼

と

一
帯

に

な

っ
て

い
る
。

湿

土
地

と

か
湿

地

と

い
う

概
念

は

、

か

な

り
広

く

あ

い
ま

い
な

点

が
あ

る

。

同

時

シ

ョ

に
、
湿
生
植
物
と

い
う
範
囲

・
定
義
も
か
な
り
あ

い
ま

い
。

こ
の
こ
と
は
、
対
踵
的

な
砂
漠
な
ど

の
乾
燥
地

の
乾
生
植
物

の
ば
あ

い
と
似
て

い
る
。
た
と
え
ば
、

シ
ャ
ボ

テ

ン
で
い
え
ば
、
本
来
決

っ
し

て
水
分
が
少
な

い
の
が
生
育
に
よ

い
の
で
は
な

い
。

む
し
ろ
水
分
を
充
分

に
与
え
て
育
て
た
方

が
よ

い
。

し
か
し
水
分
の
少
な

い
砂
漠
で

も
十
分
立
派
に
耐
え

て
育

つ
の
で
、
ほ
か
の
植
物
に
優
先
し
て
群
落
を
作

っ
て

い
る

わ
け
。
湿
生
植
物

の
ば
あ

い
も
事
情

が
か
な
り
似
て

い
る
。
湿
地
で
も
生
育

し
う

る

と
い
う

こ
と
で
、
多
く
の
も

の
は
か
な
り

の
乾
燥
環
境
で
も
生
存

で
き
る
。

ア
ヤ
メ

類

・
シ
ョ
ウ
ブ
類

・
ガ

マ
類

こ
こ
ク
リ
類
な
ど
多

く
の
も

の
は
そ
う
で
あ
る
。

イ
ネ

類
も
そ
う

で
あ

る

(
ウ
キ
イ
ネ
は
別

と
し

て
)。
絶
対
的

(
?
)
な
水
草
と

い
う

の
は
、

沈
水
生
で
あ

り
、
水
か
ら
出

せ
ば
た
ち
ま
ち
枯
死
す

る
も

の
で
あ
る

(
マ
リ
モ

・
車

軸
藻

・
ス
イ
レ
ン
科
の
多
く

の
も
の

・
イ

バ
ラ
モ
類

・
セ
キ
シ

ョ
ウ
モ
類

・
カ
ナ
ダ

モ
類

・
ク

ロ
モ
類

・
ヒ
ル
ム
シ

ロ
類
な
ど
な
ど
)。
し

か
し
、
ヒ
ル
ム
シ

ロ
の
よ
う
に

ク
チ
ク
ラ
が
発
達
し
て
い
る
も
の
は
、
湿
地
帯

で
水
没
せ
ず
生
き
て
い
る
こ
と
が
、

よ
く
み
ら
れ
る
し
、
実
験
的
に
は
普
通

の
鉢
う
え
植
物

の
よ
う
に
育

て
る

こ
と
も
で

き
る
。

と
こ
ろ

で
、
湿
土
地
は
、
谷
地

・
泥
炭

地

・
湿
原

(低
層

・
中
層

・
高
層
)
と

い

う
具
合

に

一
応
類
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

い
う
と

こ
ろ
に
は
、
中

・
小

の
池
や
水
た

ま
り
が
あ
る
。

谷
地
眼

(
ヤ
チ

マ
ナ

コ
)
と
か
池
塘
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、

い
ろ

い
ろ
な
水
草
が
み
ら
れ
る
。
大
雪
山
系

の
湿
原

の
池

塘
で
は
ネ
ム

ロ
コ
ウ
ホ
ネ

が
印
象
的

で
す
。

塩
生
湿
地

の
こ
と
は
、
前

に
申
し
述

べ
ま
し
た
。

紹



0

人
造

の
湖
沼

ω

水
田
。
湖
沼
と
は

い
わ
な

い
が
、
れ

っ
き
と
し
た
水
界
。

イ
ネ

(
水
稲

)
は

太
古

・
上
代
か
ら
移
入
さ
れ
て
、
日
本
各
地
の
水
系

・
湿
地

で
栽
培
さ
れ
、
日
本
人

の
・王
食
作
物
と
な

っ
た
。
北
海
道

の
水
稲
作

は
、
百
年
余
以
前
か
ら
始
ま
り
、
今
や

お

コ
メ
の
絶
対
生
産
量

で
は
日
本

の

一
～
二
位

(
?
)。
水

田
と

い
う

の
は
、水
界

(
と

く
に
湿
地

)
を
利
用
し
て
い
る
。
水
田
に
は
、
そ

の
流
出
入

の
用
水

(細
流
)
を
含

め
て
、
た
く
さ
ん

の
水
草

が
み
ら
れ
る
。

水
田
雑
草
と
し
て
、
昔
か
ら
問
題
に
な

っ

て

い
た
。
戦
後
は
除
草
剤

・
農
薬

の
普
及
で
、
水
田
と
そ
の
周
辺
の
水
界

の
水
草
は

急
速

に
消
え

つ
つ
あ

る
。
水
田
周
辺
は
、
水
草

の
採
集

に
具
合

よ
い
と

こ
ろ
で
あ

っ

た
が
、
今
後

は
あ
ま
り
期
待
で
き
な

い
。
北
海
道
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
的
に
同
じ
事

晴

に
な
る
で
し

よ
う
。

佃

た
め
池
。
内
地

の
中
部
以
西
に
上
代

か
ら
広
く
造
ら
れ
た
小
さ
な
池
。
目
的

は
水

田
な
ど
農
作
物

の
た
め
の
人
造

の
池
。
そ

こ
に
は
、
い
ろ
ん
な
水
草
が
生
え

て

い
る

(
た
だ
し
、
多
く
は
富
栄
養
化
し
た
、
き
た
な

い
池

)。
北
海
道

に
は
、
た
め
池

は
ほ
と
ん
ど
な

い
。

ど
う

い
う
立
地
条
件

に
よ
る

の
か
、
私
は
調
べ
て
い
ま
せ
ん
。

㈹

ダ

ム

・
貯
水
池
。

平
野
部
に
造

ら
れ
た
も

の
は
、
流
入
す

る
河
川
か
ら
水
草

が
入
り

こ
む
が
、
ダ

ム

・
貯
水
池

の
維
持

の
た
め
、
水
草
は
常
時
排
除
さ
れ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
ダ
ム
は
山
間
部

の
谷
を
せ
き
止
め
て
造

ら
れ
た
関
係
上
、
流
入
す
る
水

草
は
も
と
も

と
殆
ん
ど
な

い
。
ま
た
、
岸
部
か
ら

い
き
な
り
深

い
の
で
、
水
草

は
生

え
に
く

い
。
生
じ
て
も
す
ぐ
排
除
さ
れ

る
。
道
内
の
ダ
ム
ニ
、
三
ヵ
所

へ
行

っ
た

こ

と
が
あ

る
が
、
水
草
は
み

つ
か
ら
な

い
。

な
水
生
植
物
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

五
、
水
草
の
保
護
保
全

よ

く

調
査

す

れ

ば

、

ダ

ム
に

特
有

(?

)

生
物

は
水
な
く
し
て
は
存
在
し
え
な

い
。
植
物
は
水

・
空
気

(酸
素
と
二
酸
化
炭

素
Y
土
地
の
ミ
ネ

ラ
ル
に
依
存
し

て
生
育

し
て

い
る
。
水
草

、
と
く
に
沈
水
水
草
は
、

水
界
が
絶
対
的
な
生
活
環
境
で
あ
り
、
水
に
溶
け

こ
ん

で
い
る
空
気
や
ミ
ネ
ラ

ル
を

利
用
し
て

い
る
。
動
物
は
、
水

・
酸
素

・
有
機
栄
養
物

(植
物
や
動
物
)
で
生
活
し

て
い
る
。

人
間

は
、
生
物
学
的

に
は
動
物

の

一
員
で
、
そ

の
基
本
的
な
生
存
条
件
は
全
く
同

じ
。

と
こ
ろ
が
、
脳
神
経
系
の
発
達
(
?

)に
よ

っ
て
、
今
や
自
然
を
自
由
自
在
に
、

人
間
の
好

み
の
よ
う

に
操
作
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。

自
然

の
改
造

・
改
変
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
人
間

の
作
為
が
な
く

て
も
、
四
十
数
億
年
の
地
球

の
歴
史

で
は
全
く

の

自
然
現
象
と
し
て
地
殼
変
動
や
地
球
外
か
ら
の
影
響
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
な
変
動

を
し
て
き

て
い
る
。
水
界

の
生
成

・
変
遷
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く

の
生
物
群

が

消
滅
し
た
り
繁
栄
し
た
り
し
て
き
た
。
人
間
(
ホ
モ

サ
ピ

エ
ン
ス
)が
生
じ
た
百
万

年
以
来
、
や
や
事
情

は
変

っ
た
。
人
間
は
、
意
思
的
(
!

)に
自
然
を
改
変
し

つ
つ
あ

る
。
農
業

・
水
産
業

・
工
業

の
た
め
に
、
人
間
本
位
に
勝
f

に
天
然
の
自
然
を
改
変

し
、
荒
廃
さ

せ
て
き
た
。
そ

の
極
致
的
な
も
の
と
し
て
、
今
や
核

に
関
係
し
た
大
問

題
が
生
じ

て
い
る
。

人
間

が
、
ま
だ
ま
だ
永

い
間
た

の
し
く
生
存
し
よ
う
と
思
う

な

ら
、

こ
う

い
っ
た
自
然
の
破
壊
や
改
変
は
止
め
た

ほ
う

が
よ

い
の
で
は
な

い
か
。

水
が
ダ

メ
に
な
れ
ば
、
全
生
物
も
ダ
メ
に
な
る
。
人
間

の
ワ
ル
智
恵
で
、
自
分
ら

に
必
要
な
良

い
水
は
技
術
的
に
造

れ
る
、
と
う
そ

ぶ
く
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん

な
考
え
で
よ

い
の
で
し
ょ
う
か

(ち

ょ
う
ど
、
こ
の
地
球
が
ダ
メ
に
な
れ
ば
、
人
工

衛
星
と
か
他

の
天
体

へ
み
ん
な
移
住
す
れ
ば
よ
い
、
と

い
う
考

え
に
似
て
ま
す
。

絶

対
的
に
否
定
は
し
ま
せ
ん
が
)。

こ
の
七
月

で
し
た
か
、
国
会
で

「
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
」
と

い
う

の
が
成

立
し
た
。
結
構
な

こ
と
で
す
。
問
題

は
、

い
か
に
私
ら
が
活
動
し
、
そ
れ
に
対
し
て

行
政
当
局
も
動
く
か
と
い
う

こ
と
。
同
じ
七
月

に

「
国
際
植
生
会
議
」
が
あ
り
、
緑

を
守
る
ア

ッ
ピ
ー

ル
が
な
さ
れ
た
。
そ

の
会
議

に
は
、

フ
ラ

ン
ス
か
ら
参
加
し
た
人

が
、
湖
沼

の
富
栄
化
に

つ
い
て
数
段
階

の
区
別
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
指
標
水
草
を

提
示
し
た
。
湖
沼

・
河
川
の
汚
染
に

つ
い
て

の

}
つ
の
考
え
。

な
お
、
聞
く
と

こ
ろ

に
よ
る
と
、
環
境
庁
で
は

「
水
質
保
全
」
に

つ
い
て
概
算
要
求
を
す
る
と
の
こ
と
。

そ
の
重
点
的
調
査
場
所
と
し
て
北
海
道
の
支
笏
湖
と
知
床

の
湖
沼
を
対
照
に
す
る
と

い
う
。

実
現
す

る
こ
と
を
切
望
。
な
お
、
八
月
に
は

「国
際
湖
沼
会
議
」
が
大
津

で

開
催
さ
れ
た
。

と
に
か
く
世
界
的
に
、
水
界
に

つ
い
て
の
保
全

の
こ
と
が
問
題

に
な
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っ
て
き
た
こ
と
は
同
慶

の
到
り

で
す
。

北
海
道

の
水
界
は
、
生
活
排
水

・
農
業
排
水

・
工
業
排
水
な
ど
に
よ
る
汚
染
は
、

内

地
に
く
ら

べ
れ
ば
ま
だ
よ

い
方
だ
と
思

い
ま
す
。
油
断

は
で
き
ま
せ
ん
。

六
、

広

義

の

水

草

類

の

リ

ス
ト

分
類
区
分
は
主
と
し
て

エ
ン
グ

レ
ル
式

に
よ

っ
た
。
和
名
は
代
表
的
な
科

・
属

・

類
に
と
ど
め
、
す

べ
て
の
種
名
は
列
挙
し
な

い
。
外

国
の
水
草
(輸
入
品
も
含
め
て
)

は
省
略
。

(

)
の
も

の
は
水
草
と

い
っ
て
よ

い
か
ど
う

か
。
○
は
道
内
生
育
確
認
。

?
は
道
内
生
育
か
ど
う

か
私
は
未
確
認
。

((

4321

バ

ク
テ

リ

ア
。

大

き
な

コ
ロ

ニ
ー

は
肉

眼
視

で
き

る

。
)

粘

菌

○

。

真
菌

。

水

生

菌

類

○
。

ラ

ン
藻

。

コ

ロ

ニ
ー

・
集

積
、体

は
肉

眼

視

で
き

る
。

ス
イ

ゼ

ン
ジ
ノ

リ
、

ハ
ナ

レ

モ
○

、
"
水

の
華

"
○

)。

(
5

.
紅

藻
。

コ

ロ

ニ
ー

・
集
積

体

は

肉

眼
視
。

チ

ス

ジ

ノ
リ

?

、

チ

ノ
リ

モ
○

)。

　 　 　 　
109876

ユ

カ

ワ

モ
ズ

ク

?

、
イ

ワ
ノ

カ

ワ
?

、

褐

藻
。

淡

水
生

褐

藻

は

な

い
と

思
う

。
)

緑

藻
。

カ

ワ

ノ

リ

?
、

ス
ミ

レ

モ
○
、

ア

オ

ミ

ド

ロ
○

、

黄

色

べ
ん
毛

藻

。

大

コ

ロ

ニ
ー

は

肉
眼

視
。

ミ

ズ

オ
○

、

黄

緑

べ
ん

毛

藻
。

道

内

?

)

ミ
ド

リ

ム
シ

(
ユ
ー
グ

レ
ナ

)。

集

積
体

は
肉

眼

視

○

)。

海

生

の
も

の
は

問
題

外

と

し

た
。

車

軸

藻
。

シ

ャ
ジ

ク

モ
○

、

フ
ラ

ス
モ
○

。

蘇

苔

。

ミ
ズ

ゴ

ケ

○
、

ウ

キ

ゴ

ケ
○

、

マ
リ

モ
○
。

ヒ
カ
リ

モ
○

)。

以

上

の
う

ち

、

11

.
12
.

イ

チ

ョ
ウ

ゴ

ケ
○

、

セ
サ

ギ

ゴ

ケ
○

。

13

.
羊

歯

。

サ

ン
シ

ョ
ウ

モ
?

、

ミ
ズ

ワ

ラ

ビ
?

、

ソ
ウ

○

、

ミ
ズ

ニ
ラ

○

、

ミ
ズ

ド

ク

サ
○

、

フ
サ

ス
ギ

ナ

○
。

14
.
裸

子

。

樹

木

。

現

今

、
水

生

の
も

の
は
な

い
。

せ

い
ぜ

い
、

マ
リ
ゴ

ケ
○

、

ア

カ

ウ

キ

ク
サ
○

、

デ

ン
ジ

水

辺

・
湿

地

に

も

生

え

る
も

の
が

若
干

あ

る

だ
け

。

15

.
双

子
葉
。

イ

ラ

ク

サ
科

ミ
ズ

ナ

?
。

タ

デ
科

ダ

イ

オ

ウ

○

、

エ
ゾ

ノ

ミ
ズ

タ

デ
○
。

ア
カ
ザ

科

ア

ッ
ケ

シ

ソ
ウ

○
。

ス

ベ
リ

ヒ

ユ
科

ヌ

マ

ハ
コ
ベ

?
。

ナ

デ

シ

コ

科

エ
ゾ

ハ
コ
ベ
○
。

ヒ

ツ

ジ
グ

サ

科

(
ス
イ

レ

ン
科

)

6
属

す

べ

て
淡

水

草
、

4
属

○

。

マ

ツ
モ
科

フ
サ

モ
○

。

キ

ン
ポ

ウ
ゲ

科

(
ウ

マ
ノ

ア

シ
ガ

タ
科

)
バ

イ

カ

モ
○

、

エ
ン

コ
ソ

ウ
○
。

ア
ブ

ラ

ナ
科

(
十
字

科

)
ワ

サ

ビ
○
。

イ

シ

モ
チ

ソ
ウ

科

(タ

ヌ

キ

モ
科

、

モ
ウ

セ

ン
ゴ

ケ
科

)

ム
ジ

ナ

モ
、

ナ

ガ

バ
ノ

モ
ウ

セ

ン
ゴ

ケ
○
。

カ

ワ
ゴ

ケ

ソ
ウ

科

カ

ワ
ゴ

ケ

ソ
ウ

。

ベ

ン
ケ

イ

ソ
ウ

科

ア
ズ

マ
ツ
メ

ク

サ
○

。

ユ
キ

ノ

シ
タ

科

ク

ロ
ク

モ

ソ
ウ
。

バ

ラ
科

エ
ゾ

ツ

ル
キ

ン
バ
イ

○

。

ホ

ウ

セ

ン
カ
科

キ

ツ

リ

フ
ネ

○

。

ミ

ズ

ハ
コ

ベ
科

ミ
ズ

ハ
コ

ベ
○
。

ミ
ゾ

ハ
コ

ベ
科

ミ

ゾ

ハ
コ
ベ
○
。

オ

ト
ギ

リ

ソ
ウ

科

ミ
ズ

オ

ト

ギ

リ
○

。

ス
ミ

レ
科
タ

チ

ス
ミ

レ
○
。

ミ

ソ

ハ
ギ

科

ミ

ズ

ス
ギ

ナ

、

ミ
ズ

キ

カ

シ
グ

サ

、

ミ
ズ

マ
ツ

バ
。

ヒ

ル
ギ

科

(
マ
ン
グ

ロ
ー

ブ

の
樹

木
。

水

草

と

は

い

い
が

た

い
が

、

と

に
か

く

海

生
顕

花

植
物

。
)
ヒ

シ
科

ヒ
シ

○
。

ア
カ

バ

ナ
科

ミ

ズ

キ

ン
バ

イ
○
。

ア

リ

ノ
ト

ウ

グ

サ

科

フ
サ

モ
○

。

ス
ギ

ナ

モ
科

ス
ギ

ナ

モ
○

。

セ

リ
科

セ
リ
○

。

シ

ャ

ク

ナ
ゲ

科

コ
ケ

モ

モ
○
。

サ
ク

ラ

ソ
ウ

科

サ

ク
ラ

ソ

ウ
○

、

ウ

ミ

ミ
下

リ
○

。

ミ

ツ
ガ

シ

ワ
科

ミ

ツ
ガ

シ

ワ
○
。

ゴ

マ

ノ

バ
グ

サ
科

カ
ワ

ジ

シ

ャ
○
。

ヒ

シ

モ
ド

キ
科

ヒ
シ

モ
ド

キ

?

。

タ

ヌ
キ

モ
科

タ

ヌ
キ

モ
○
。

キ

ツ
ネ

ノ

マ
ゴ

科

ミ

ズ

フ

ジ
。

ハ
マ

ジ

ン
チ

ョ
ウ

科

(
塩

湿
地

・
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ

の

樹
木

が
・王
体

)。
オ

オ

バ

コ
科

ハ
ク
サ

ン
オ

オ

バ

コ
○
。

ア

ヵ

ネ
科

ア

カ
ネ

ム
グ

ラ

○
。

ウ

リ
科

ス
ズ

メ
ソ

ウ
。

キ

キ

ョ
ウ

科

タ

ニ
ギ

キ

ョ
ウ

○
。

キ

ク
科

ヤ
ナ

ギ

タ

ウ

コ
ギ
○

。

ハ
マ
ヨ

モ
ギ

○
。

シ

オ
ギ

ク

○
。

16
.
単

子

葉
。

ガ

マ
科

○

。

ミ

ク

リ
科

○
。

沼

生

群

目

の
6

科

23
属

は

、
す

べ
て

水

草

(
道

内

に
も

沢

山
生

育

し

て

い
る

)。

イ

ネ
科

ア

シ
○

、

イ
ネ

○

。

カ

ヤ

ツ
リ

グ

サ
科

フ
ト
イ

○
。

サ

ト
イ

モ
科

(
テ

ン
ナ

ン
シ

ョ
ウ

科

)

ミ

ズ

バ

シ

ョ
ウ

○
。

ウ

キ

ク

サ
科

ウ
キ

ク

サ
○

。

ホ

シ
ク

サ

科

ホ

シ
ク

サ
○
。

ツ

ユ
ク

サ

科
イ

ボ
ク

サ
○

。

ミ

ズ

ア
オ

イ

科

ミ
ズ

ア

オ

イ
○

。

タ

ヌ
キ

ア
ヤ

メ
科

タ

ヌ
キ

ア

ヤ

メ
?
。

ト

ウ

シ

ン
グ

サ

科

(
イ

グ

サ
科

)

イ

○
。

ユ
リ
科

バ
イ

ケ
イ

ソ

ウ
○

。

ア
ヤ

メ
科

ハ
ナ

シ

ョ
ウ
ブ

○
。

ラ

ン
科
ト

ン
ボ

ソ

ウ
。

(北
海
道
大
学
名
誉
教
授

・
水
草
研
究
会
名
誉
会
長
)
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